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これは、 V. Bargmann、 HarishーChandra、 M. 1. Graev、 R、高橋等による特別な場合の解決、

















とで、 Gの離散系列を与えること、 しかもこのようにして大部分のG の離散系列が実現されることが
証明されたのである。なお対称空間G/Kが有界対称領域の場合になされた岡本一Narasimhanの複素
解析的議論は、微分作用素についての議論に巧妙に置換しられるなど、証明法に独創的な点が多々認
められる。さらに、堀田君はSchmidtによるかなり複雑な実現法が実はこ注に得た簡明な方法と本質的
に同値で、あることも示し、本研究がSclnnidtによるものを含むことを明らか口している D
以上、堀田君の研究は実半単純Lie群の離散系列ユニタリー表現は大部分極大コンパクト部分群の
既約表現からの誘導表現と得られることを示したものであり、現在知られているこの方面の諸結果を
はじめて統一的に論じたものとしてユニタリー表現論に寄与するところ大きく、よって本論文は理学
博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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